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［17］真柏
上下20㎝左右35㎝　鉢／柴勝正方
◆大きく弧を描くように変化する板シャ
リの芸と、太く充実した水吸いの迫力が
秀逸。悠雅盆栽登録樹（第468号）。

［18］月之輪涌泉黄釉染付長方鉢
左右8.6㎝奥行6.7㎝高4.7㎝

◆鮮やかな黄釉の発色
に、繊細な絵付がよく
映える。細やかな筆致
で描かれた山水の景は、
さすが涌泉と唸らせる
出来栄え。木箱付。落款：
月之輪涌泉造

［19］平安香山均釉額面長方鉢
左右6.3㎝奥行5.2㎝高3.3㎝
◆四面の額入部に白釉が施された珍しい作品。時代
乗りが素晴らしく、胎土の特徴などから香山初期の
作品である可能性が高い。木箱付。落款：香山

［20］いぼた
樹高14.5㎝左右35㎝　鉢／松石長方
◆愛好家が長く培養していたという寄せ植え作品。細幹ながらも幹
肌古く、細かく分岐した枝味も秀逸。

［21］永楽善五郎
青磁釉唐草花文丸鉢
口径11.6㎝高10.6㎝

［22］市之倉石州色絵長方鉢
左右19㎝奥行14.5㎝高4.2㎝
◆石州が得意とした象嵌細工に、回し絵
で描かれた狐の嫁入りの行列。中央の花
嫁を際立たせる構図や色使いが見事。狂
いのない成型も素晴らしい逸品。共箱・
共布付。落款：市之倉石州造
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［23］朱泥外縁長方鉢〔阿曼陀室〕
左右17.6㎝奥行13㎝高6.2㎝
◆実用名器を多く輩出したことで知られる中国宜興の名窯・阿曼陀
室の盆器。同窯の小鉢としては最大級の大きさを誇り、最高の時代
乗りを見せる名品である。木箱付。落款：阿曼陀室

［24］楓
樹高20㎝左右27㎝　鉢／鴻陽楕円
◆足元で主幹と右一の枝に分岐した双幹風の模様木。根張りと
右枝が力強く、主木としても使える風格を備えた逸品。国風盆
栽展の小品飾りとして入選歴あり。

［25］橘もどき
樹高22㎝左右39㎝　鉢／鴻陽木瓜式
◆主幹を中心に左右から複数の枝が出ている株立樹形の橘
もどき。小枝がこまかく分岐し、幹肌の時代乗りも見事。

［26］清風・涌泉色絵丸鉢
口径9.4㎝高3.6㎝
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［27］月之輪涌泉染付香合
左右6.1㎝奥行5.6㎝高3.3㎝

［28］石化桧
樹高23㎝左右25㎝　鉢／黎鳳長方
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